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幻Ｑ朝顔｢団十郎｣が( 入谷朝顔市 》で繰活

随年．７月６日 から８Ｂ の３日間間催される入谷朝顔市では．赤（桃），青，白色など鮮

やかな朝顧が．入谷鬼子母神（霖源寺）周辺の海蹄を 埋め 尽くしま す．「行灯仕立て」され

た大輪朝顔だけではなく，桔樫咲き，・ 球朝顔．西洋朝顔，夕顔尽どの多様なアサガオの仲

間が江戸詩緒を演出します（２３ 年度の入谷朝順市は中止です）．

江戸川区内の生産者は．朝顔市に向けて，毎４ １０ 方鉢を生産しています．かつて，栽培

が盛んであ った「団十郎」は，種子の確保が剱しく生産111が激減していました，そのため.

｀I幻の朝顔「’とも言われ，類似品種が「団十郎」として販売されていることもあり ました．

そこで江戸川分場で」才,生産が激減

した正統「ヨ 士郎」を蘇らtE!ることを

目的に. 平成 １９年に 正統な「団十郎」

３鉢を採種用親株とし て入手・育成

し. 翌年には交雑性の有無を碇認する

とともに，持徽ある形筒（花色, 葉色）

の継続呟を曜認しました．平成21 年

には ２,０００ 粒を超える種子を確 保

し. 平成２２年には入谷朝顔市でＭ験

販売も行いました．

３ 年の歳月を費やし復活させたrD1

十郎」は，禁色が淡く 花は大輪で花色

がえぴ茶色と い７だ珍しい 花色が樋

微です．
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農機・資材検討会(展示会)Ｑお知らせ

毎年好評の鄙野連主催．ＪＡ全農東京共催の
r農機・癩材慢討去（IM示ａ）jが．

日月４日.（冷）～５日（逸）のl;日闘催きれます．

当日忿．トラクター．耕耘種．防除裡．祠藁吝はじぬ，８

糧の農機・斉材が展示されますので，ご自・ に見学してくだ

さい．

開催凋所:nJII 庁§　 多且的広俎
瞬箇略閥：９～１６腎（５日は１５時半まで）

－376.
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束京都砲材総合研究 センター　江戸|11分場

－177 －
37X.


	page1
	Copied Bookmark
	page1


